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岸田政権を振り返る 

岸田総裁、任期迫る 
2021年 9月の自民党総裁選で岸田氏が勝利してから約 3年が経ちました。今年９月には自民党総裁と

しての任期満了を迎え、総裁選で再選されなければ、首相は交代することとなります。約３年間の岸田政
権の任期中には、日経平均株価が史上最高値を更新するなど、国内の金融市場には大きな変化がありまし
た。ここでは、岸田政権時代の経済政策や金融市場の動向を振り返ったうえで、首相が交代した場合の影
響について検討します。 

賃上げの促進、新ＮＩＳＡ導入、植田日銀総裁の起用 
岸田氏が前回の自民党総裁選で勝利（2021 年 9 月 29 日）してからの国内金融市場の動きを振り返る

と、金利上昇、円安、株価上昇、東証リート指数下落という動きになっています（図表 1～4）。市場に大
きな影響を与えたとみられる政策として以下の 3点が挙げられます。 
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図表1. 国内長期金利
（%）

（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表2. ドル円
（円/ドル）

（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表3. 日経平均株価
（円）

（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表4. 東証リート指数
（ポイント）

（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成

（年/月、日次）

 

①賃上げの促進 

 岸田政権はデフレ型経済からの脱却を図るため、賃上げを促進する様々な政策を打ち出してきました。
具体的には、最低賃金の引き上げや中小企業が賃上げの原資を確保するために円滑な価格転嫁を促す取り
組み、賃上げした企業への税制優遇などを実施しました。物価の上昇も相まって、2023年、2024年の春
闘では従来を大きく上回る賃上げが実現しました。直近の毎月勤労統計では、賞与の増加の影響もあり、
久しぶりに賃金上昇率が物価の伸びを上回りました（図表 5）。 

 

※最終頁の「本資料に関してご留意していただきたい事項」を必ずご確認ください。 
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図表5. 国内の賃金動向

名目賃金 実質賃金

（前年比、%）

（年/月、月次）
（注）名目賃金は毎月勤労統計の「現金給与総額」 実質賃金は同統計の「実質賃金総額」
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成

 

②新しい少額投資非課税制度（新ＮＩＳＡ）の導入 

 岸田政権は、家計の金融資産所得を拡大すべく「資産所得倍増プラン」を策定し、その一環として 2024
年 1 月から新ＮＩＳＡを導入しました（図表 6）。年間投資枠が合計 360 万円になり、非課税保有期間が
無期限になるなど制度の充実化が図られました。その結果、同制度を利用した買付額が今年の１～３月に、
前年同期比約４倍となるなど個人投資家の利用が拡大しています（図表 7）。 

つみたて投資枠 成長投資枠
年間投資枠 120万円 240万円
非課税保有期間 無期限 無期限
非課税保有限度額

うち1200万円

対象年齢 18歳以上 18歳以上
（出所）金融庁資料を基に、しんきん投信作成

合計1800万円

投資対象商品 長期の積立・分散投資に
適した投資信託

上場株式・一定の投資信託
（毎月分配型などは対象外）

図表6. 新ＮＩＳＡの仕組み
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図表7. ＮＩＳＡ利用状況（兆円）

（出所）金融庁が6月12日に発表した「ＮＩＳＡ口座の利用状況調査」を基に、しんきん投信作成  

※最終頁の「本資料に関してご留意していただきたい事項」を必ずご確認ください。 
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③日銀総裁に学者の植田氏を起用 

 岸田政権は、黒田前総裁に代わる日銀総裁として学者出身の植田氏を起用しました。戦後はじめてとな
る学者出身の総裁の起用でした。2023 年 4 月に植田氏が総裁に就任してから、日銀は前総裁が導入した
異次元緩和政策からの脱却を図り、今年 3月には同政策を廃止、7月には利上げを決めました。 

岸田政権の政策は株価上昇、金利上昇を促した？ 
 岸田政権が取り組んだ賃上げの影響もあり、長らく低迷が続いていた国内の名目国内総生産（ＧＤＰ）
は増加しています（図表 8）。名目ＧＤＰの増加は、経済活動の活発化や価格転嫁の進展を意味しており、
これらは企業の売上高や利益を拡大させ、株価の上昇につながります。加えて、新ＮＩＳＡを活用した国
内株式の購入が増えていることも株価の押し上げ要因になった可能性があります。新ＮＩＳＡは、同制度
を活用した外国株式などの海外資産投資も広がっていることから、円安の要因にもなっていると思われま
す。 

 一方、賃上げの広がりは、日銀が金融政策の正常化を進める後押しをしました。黒田前総裁よりも植田
氏が金融政策の正常化に前向きな考えであることもあり、これまでは市場が想定するよりも早いスピード
で政策を修正してきました。これにより、ほぼ 0%であった国内長期金利は 1%程度まで上昇しました。 

金利上昇は、東証リート指数の押し下げにつながりました。また、新ＮＩＳＡでは、旧制度で非課税対
象であった毎月分配型投信が対象外となり、毎月分配型が多いリート型投信への資金流入が鈍化したこと
も、リート指数を押し下げた可能性があります。 
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図表8. 国内の名目ＧＤＰ
（兆円）

（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成

（年、四半期）

 

首相が交代した場合の影響は 
 ８月13日時点では、岸田首相は９月に予定されている自民党総裁選に出馬するかを明言していません。
支持率が低迷していることから、出馬を見送る可能性もあります。首相が変わった場合、どのような影響
が考えられるでしょうか？政権を担う政党が代わるわけではありませんので、基本的な政策は変化しない
とみられます。自民党は伝統的にビジネスフレンドリーな政策を打ち出してきたことから、株価にポジテ
ィブな政策を継続することが予想されます。 

 ただ、金融政策については、変化する可能性があります。７月の金融政策決定会合で日銀は利上げを決
めました。その背景の一つとして、岸田首相が「金融政策の正常化が経済ステージの移行を後押しする」
と強調するなど、日銀に利上げを促したと受け止められる発言をしたことが影響した可能性があります。
岸田氏の他に、次期総裁候補の河野デジタル大臣や茂木幹事長も日銀に利上げを促したと受け止められる
発言をしています。一方、安倍元首相は大胆な金融緩和を掲げるなど、金融緩和に積極的でした。自民党
内でも金融政策に対する考えは異なっているとみられ、首相が交代すると金融政策が変化する可能性があ
ります。仮に、金融緩和に積極的な首相に交代した場合、これまで上昇してきた国内金利が低下に向かい、
東証リート指数を押し上げることも考えられます。 

 （ストラテジスト 澤村 一樹） 

※最終頁の「本資料に関してご留意していただきたい事項」を必ずご確認ください。 
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＜本資料に関してご留意していただきたい事項＞ 

※本資料は、ご投資家の皆様に投資判断の参考となる情報の提供を目的として、しんきんアセットマネジメント
投信株式会社が作成した資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。 

※本資料は、信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、当社はその正確性、完全性を保証するも
のではありません。また、いかなるデータも過去のものであり、将来の投資成果を保証・示唆するものではあ
りません。 

※本資料の内容は、当社の見解を示しているに過ぎず、将来の投資成果を保証・示唆するものではありません。
記載内容は作成時点のものですので、予告なく変更する場合があります。 

※投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の補償の対象ではありません。
また、登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。 

※投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替リスクもあります）に投資しますので、基準価額
は変動します。したがって、預金と異なり投資元本が保証されているものではありません。運用による損益は
全て投資者の皆様に帰属します。 

※特定ファンドの取得のお申込みに当たっては、販売会社より当該ファンドの投資信託説明書（交付目論見書）
をあらかじめ又は同時にお渡しいたしますので、必ず内容をご確認の上、ご自身でご判断ください。 

 

 

【お申込みに際しての留意事項】 
 投資信託に係るリスクについて 

 投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替リスクもあります）
に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、預金と異なり投資元本が保証されてい
るものではありません。運用による損益は全て投資者の皆様に帰属します。 
 また、投資信託は、個別の投資信託ごとに投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対
象国等が異なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資に当たっては投資信託
説明書（交付目論見書）や契約締結前交付書面をよくご覧ください。 

 投資信託に係る費用について 
 （お客様に直接ご負担いただく費用） 

 ご購入時の費用・・・購入時手数料 上限 3.3%(税抜 3.0%) 
 ご換金時の費用・・・信託財産留保額 上限 0.3% 

（保有期間中に間接的にご負担いただく費用） 
 運用管理費用（信託報酬）・・・純資産総額に対して、上限年率 1.628%(税抜年率 1.48%) 
 その他の費用・・・監査費用、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、有

価証券売買時の売買手数料等および外貨建資産の保管等に要する費用は、ファンドより実費
として間接的にご負担いただきます。また、投資信託証券を組み入れる場合には、お客様が
間接的に支払う費用として、当該ファンドの資産から支払われる運用管理費用、投資資産の
取引費用等が発生します。これらの費用につきましては、運用状況等により変動するもので
あり、事前に料率、上限額等を示すことができません。投資信託に係る上記費用（手数料等）
の合計額については、ご投資家の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますの
で、表示することができません。  

《ご注意》 
 上記に記載しているリスクや費用につきましては、一般的な投資信託を想定しております。
費用の料率につきましては、しんきんアセットマネジメント投信が運用する全ての投資信託の
うち、ご負担いただくそれぞれの費用における最高の料率を記載しております。投資信託に係
るリスクや費用は、それぞれの投資信託により異なりますので、ご投資される際には、事前に
投資信託説明書（交付目論見書）や契約締結前交付書面をよくお読みください。 
 

※本資料で使用している各指数に関する著作権等の知的財産権、その他一切の権利はそれぞれの指数
の開発元もしくは公表元に帰属します。 

 

 


